
 

 

 

国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）からの書簡について 
 

 

（経緯） 

○平成１６年７月２０～２６日にかけて、国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）の

デビッド・シェパード保護地域事業部長が来日し、現地調査を実施した。 

○ＩＵＣＮから届いた書簡は、推薦地域の重要性や陸域部分の管理レベルに

ついて高く評価するとともに、ＩＵＣＮが世界遺産委員会の事務局である

ユネスコ世界遺産センターに提出する知床の評価報告書の準備に当たって、

ＩＵＣＮの関心事項について追加コメントを伝え日本政府の考え方を求め

るものとなっている。 

 

 

（ＩＵＣＮからのコメント概要） 

（１）推薦地の海域部分 

・短期的には、推薦地域内（海岸線から１km 以内の国立公園普通地域内）に

おいて、保護のレベルを高めること。推薦地を特徴づけている野生生物を

保護していくためには、それらの餌資源となっているスケトウダラなど、

主要魚種について、その繁殖、産卵、生育場所の保護を確実に目指すべき。 

また、主要魚種の生活史に関する分析と保護手法の検討にあたっては、で

きる限り最高の科学的知見に基づくべきであり、そのプロセスには漁業産

業の合意と参画が必要。 

・長期的には、推薦地及びその周辺地域における代表的海洋保護区の設定に

向け、オホーツク海及び根室海峡における主要魚種の繁殖及び採餌のため

の生息地について調査を行うこと。その際には、最高の科学的知見に基づ

くとともに、世界の他地域における事例を利用できる。 

 

（２）推薦地内の河川工作物 

・サケへの河川工作物による影響調査を急ぐこと、管理の目的を河川本来の

流れとプロセスの回復と維持に置くことを提案する。これには、人間の福

祉や生活に深刻な危険を及ぼさない場合には河川工作物を将来的に撤去す

ることをも含む。その上で、推薦地内に存在する全ての河川工作物に関し

て、サケの自由な移動ができるよう、所要の魚道を設置することについて

政府の確約を求める。 

 



（３）その他 

今回送付のあった書簡ではコメントがなかったものの、７月２６日の評価

ミッション最終日に非公式の意見として以下のコメントがあった。 

 

・世界遺産に登録されれば、利用者が増加し、観光管理の問題が出てくるの

で、エコツーリズムに関する戦略を早急に開発すること。その際には研究

成果に基づく登山道の管理戦略、国立公園のゾーンに応じた利用、他地域

への利用分散などを検討することが必要。 

・エゾシカの管理については、調査研究に基づく明確なポリシーが必要。 

・世界遺産に登録されたら、管理のための指標や水準（ベンチマーク）を開

発し、管理計画に組み込むことが必要。 

 
 


